
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
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　計算された表示輝度に従って動作するディスプレイ部と、
　周囲照度を検出する照度検出部と、
　照度検出部にて検出された周囲照度と、所定のルールと、に基づいてディスプレイ部の
表示輝度を計算する表示輝度計算部と、
　前記所定のルールを保持するルール保持部と、
　前記ルール保持部に保持されているルールを変更するルール変更部と、
を有し、
　前記ルール保持部は、
　　所定のルールとして周囲照度に応じて定められる表示輝度の最大値と、最小値とを定
めるルールを保持する輝度範囲ルール保持手段を有し、
　前記ルール変更部は、
　　ディスプレイ上のユーザーインターフェイスを利用した外部入力手段と、
　　外部入力手段により入力された値により、前記最大値と最小値とを変更するための輝
度範囲ルール変更手段と、
　　照度検出部にて検出された周囲照度が所定の照度以上の場合には、前記輝度範囲ルー
ル保持手段に含まれる最大値のみを変更可能であるように輝度範囲ルール変更手段の変更
を制限し、周囲照度が所定の照度以下の場合には前記輝度範囲ルール保持手段に含まれる
最小値のみを変更可能であるように輝度範囲ルール変更手段の変更を制限し、



【請求項２】

【請求項３】

【請求項４】

【請求項５】

【請求項６】

【請求項７】
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　　前記外部入力手段は、ユーザーインターフェイスとして、周囲照度が所定の照度以上
の場合の入力画面として最大値の設定可能範囲のみを示す入力バーを表示し、周囲照度が
所定の照度以下の場合の入力画面として最小値の設定可能範囲のみを示す入力バーを表示
する入力バー表示器を有する画像表示装置。

　前記ルール保持部は、
　　表示輝度計算部にて所定のルールとして計算に利用されうる複数の候補ルールを保持
する候補ルール保持手段を有し、
　表示輝度計算部は、
　　表示対象となるコンテンツ種別、表示対象となる受信放送種別、表示対象となるコン
テンツと関連付けられている表示コンテンツ制御情報、表示対象となる受信放送と関連付
けられている表示放送制御情報、のいずれか一又は二以上の組合せを取得し、取得した一
又は二以上の組合せの情報に応じて、候補ルール保持手段に保持されている複数の候補ル
ールから所定のルールとして利用すべきルールを選択する選択手段を有する
請求項１に記載の画像表示装置。

　ユーザーインターフェイスの画面が表示されたディスプレイ部を、前記外部入力手段に
対して入力された値により変更されたルールに従って計算された表示輝度値で動作させる
即時反映部を有する請求項１又は２に記載の画像表示装置。

　照度検出部は、ルール保持部に保持されているルールの輝度範囲を定める情報の変更処
理が外部入力手段からの入力により行なわれている場合には照度の検出をＯＦＦとする検
出機能休止手段を有する請求項１から３のいずれか一に記載の画像表示装置。

　入力バー表示器は、設定可能範囲のみを示す入力バーを、設定項目選択メニュー画面と
同一ディスプレイ上に同時表示することを特徴とする請求項１から４のいずれか一に記載
の画像表示装置。

　入力バー表示器は、前記入力バーとして、設定可能範囲のみを示すスライダーバーを表
示することを特徴とする請求項１から５のいずれか一に記載の画像表示装置。

　所定のルールとして複数の候補ルールを保持するために記録する記録ステップと、
　前記記録ステップにて記録され保持されている所定のルールを変更するルール変更ステ
ップと、
　周囲照度を検出する照度検出ステップと、
　前記記録、保持されている複数の候補ルールから、表示輝度計算ステップにて所定のル
ールとして利用すべきルールを選択する選択ステップと、
　照度検出ステップにて検出された周囲照度と、所定のルールと、に基づいてディスプレ
イ部の表示輝度を計算する表示輝度計算ステップと、
　計算された表示輝度に従ってディスプレイ部を動作させるディスプレイ動作ステップと
、
を有し、
　前記記録ステップにて記録され保持されている所定のルールは、周囲照度に応じて定め
られる表示輝度の最大値と、最小値とを定めるルールを保持するための輝度範囲ルールで
あって、
　前記ルール変更ステップは、
　　ディスプレイ部上のユーザーインターフェイスを利用して値を入力させる外部入力ス
テップと、
　外部入力ステップにより入力された値により前記最大値と最小値とを変更する輝度範囲
ルール変更ステップと、



【請求項８】

【請求項９】

【請求項１０】

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、入力画像データに応じて画像を表示する画像表示装置に関して、装置周囲の
照度に応じて画像の表示輝度を調整する際の技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　人の目の明るさに関する分解能は、輝度の低い光（暗い光）に対しては高く、逆に輝度
の高い光（明るい光）に対しては低い、という視覚特性が従来知られている。したがって
暗い部屋（周囲の照度が低い視聴環境）で見た画像に対して、人はその画像の階調変化を
うまく識別することができるが、逆に明るい部屋（周囲の照度が高い視聴環境）で見た画
像に対する階調変化の識別性は低下してしまう、といえる。また、この周囲の照度が及ぼ
す人の階調識別性への影響は、とりわけ画像の低階調部分での識別性において顕著である
ことも指摘されている。そこで特許文献１では、装置周囲の照度などを計測し、照度が低
い場合には画像表示装置の低階調部分の表示輝度を抑え、階調変化を細かく（輝度変化を
小さく）して画像を表示し、照度が高い場合には逆に低階調部分の表示輝度を明るくし、
階調変化を大きく（輝度変化を大きく）して画像を表示する、という機能を備えた画像表
示装置に関する技術が開示されている。
【特許文献１】特開２００４－２７２１５６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、このように周囲の照度に応じて表示輝度を調整する画像表示装置において以下
のような課題が存在する。すなわち、人によって最適と考える表示輝度は異なっている、
という課題である。そのため、従来の表示輝度調整機能付の画像表示装置での画像表示に
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　　照度検出ステップにて検出された周囲照度が所定の照度以上の場合には、前記輝度範
囲ルールに含まれる最大値のみを変更可能であるように前記輝度範囲ルール変更ステップ
を制限し、周囲照度が所定の照度以下の場合には前記輝度範囲ルールに含まれる最小値の
みを変更可能であるように前記輝度範囲ルール変更ステップを制限し、
　　前記外部入力ステップは、ユーザーインターフェイスとして、周囲照度が所定の照度
以上の場合の入力画面として最大値の設定可能範囲のみを示す入力バーを表示し、周囲照
度が所定の照度以下の場合の入力画面として最小値の設定可能範囲のみを示す入力バーを
表示する画像表示方法。

　前記記録ステップにて記録される所定のルールは複数の候補ルールであり、
　表示対象となるコンテンツ種別、表示対象となる受信放送種別、表示対象となるコンテ
ンツと関連付けられている表示コンテンツ制御情報、表示対象となる受信放送と関連付け
られている表示放送制御情報、のいずれか一又は二以上の組合せを取得し、取得した一又
は二以上の組合せの情報に応じて、前記記録、保持されている複数の候補ルールから、表
示輝度計算ステップにて所定のルールとして利用すべきルールを選択する選択ステップを
有する
請求項７に記載の画像表示方法。

　ユーザーインターフェイスの画面が表示されたディスプレイ部を、前記外部入力ステッ
プにて入力された値により変更されたルールに従って計算された表示輝度値で動作させる
即時反映ステップをさらに有する請求項７又は８に記載の画像表示方法。

　照度検出ステップは、記録、保持されているルールの輝度範囲を定める情報の変更処理
が外部入力ステップからの入力により行なわれている場合には照度の検出をＯＦＦとする
検出機能休止ステップを有する請求項７から９のいずれか一に記載の画像表示方法。



不満のあるユーザーは、その表示輝度調整機能を切るか、あるいは我慢して自分にはあま
り適していない画像で視聴するかしかなかった。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　以上の課題を解決するために、本発明は、周囲の照度などに応じて計算された表示輝度
に従って動作するディスプレイ部を有する画像表示装置において、例えばその表示輝度の
範囲などを所定のルールとしてユーザーが任意に設定可能な画像表示装置を提供する。具
体的には、計算された表示輝度に従って動作するディスプレイ部と、周囲照度を検出する
照度検出部と、検出された周囲照度と、所定のルールと、に基づいてディスプレイ部の表
示輝度を計算する表示輝度計算部と、前記所定のルールを保持するルール保持部と、前記
ルール保持部に保持されているルールを変更するルール変更部と、を有する画像表示装置
を提供する。
【０００５】

　また本発明では、上記画像表示装置において、ユーザーにその所定ルールの設定入力を
容易に行わせる、または設定入力であることを意識させずに行わせることの可能な、特に
グラフィカル・ユーザーインターフェイスについての提案も行う
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　また、前記ルール保持部が、表示輝度計算部にて所定のルールとして計算に利用されう
る複数の候補ルールを保持する候補ルール保持手段を有し、表示輝度計算部が、候補ルー
ル保持手段に保持されている複数の候補ルールから所定のルールとして利用すべきルール
を選択する選択手段を、さらに有する画像表示装置も提供する。
　また、前記選択手段が、表示対象となるコンテンツ種別、表示対象となる受信放送種別
、表示対象となるコンテンツと関連付けられている表示コンテンツ制御情報、表示対象と
なる受信放送と関連付けられている表示放送制御情報、のいずれか一又は二以上の組合せ
を取得し、取得した一又は二以上の組合せの情報に応じて前記選択をする画像表示装置も
提供する。
　また、前記ルール保持部が、所定のルールとして周囲照度に応じて定められる表示輝度
の最大値と、最小値とを定めるルールを保持する輝度範囲ルール保持手段をさらに有する
画像表示装置も提供する。

。具体的には、前記ルー
ル変更部が、ディスプレイ上のユーザーインターフェイスを利用した外部入力手段と、外
部入力手段により入力された値により、前記最大値と最小値とを変更するための輝度範囲
ルール変更手段と、をさらに有する画像表示装置である。
　また、前記ルール変更部が、照度検出部にて検出された周囲照度に応じて輝度範囲ルー
ル変更手段の変更を制限する照度依存変更制限手段をさらに有する画像表示装置も提供す
る。
　また、前記照度依存変更制限手段が、周囲照度が所定の照度以上の場合には、前記輝度
範囲ルール保持手段に含まれる最大値のみを変更可能であるように制限し、周囲照度が所
定の照度以下の場合には前記輝度範囲ルール保持手段に含まれる最小値のみを変更可能で
あるように制限する画像表示装置も提供する。
　また、前記外部入力手段が、ユーザーインターフェイスとして、周囲照度が所定の照度
以上の場合の入力画面として最大値の設定可能範囲のみを示す入力バーを表示し、周囲照
度が所定の照度以下の場合の入力画面として最小値の設定可能範囲のみを示す入力バーを
表示する入力バー表示器を有する画像表示装置も提供する。
　また、ユーザーインターフェイスの画面が表示された前記ディスプレイ部を、前記外部
入力手段に対して入力された値により変更されたルールに従って計算された表示輝度値で
動作させる即時反映部をさらに有する画像表示装置も提供する。
　また、照度検出部が、ルール保持部に保持されているルールの輝度範囲を定める情報の
変更処理が外部入力手段からの入力により行なわれている場合には照度の検出をＯＦＦと
する検出機能休止手段を有する画像表示装置も提供する。
　また、さらに、このような画像表示を計算機に実行させる方法として、所定のルールを
保持するために記録する記録ステップと、前記記録ステップにて記録され保持されている



【発明の効果】
【０００６】
　以上のような構成をとる本発明によって、ユーザーは、周囲照度に応じて例えば自身が
任意に設定した輝度範囲内に表示輝度が制御された画像を見ることができる。したがって
、視聴環境での照度に合い、かつ自分の感覚に合った表示輝度の画像を楽しむことが可能
になる。また、上記構成で表示されるユーザーインターフェイスを利用することにより、
ユーザーは、自分が輝度範囲などの設定をしていると特段の意識をすることなく、上記所
定のルールの設定を行うことができるようになる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　以下に、図を用いて本発明の実施の形態を説明する。なお、本発明はこれら実施の形態
に何ら限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲において、種々なる態様で実
施しうる。
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所定のルールを変更するルール変更ステップと、周囲照度を検出する照度検出ステップと
、照度検出ステップにて検出された周囲照度と、所定のルールと、に基づいてディスプレ
イ部の表示輝度を計算する表示輝度計算ステップと、計算された表示輝度に従ってディス
プレイ部を動作させるディスプレイ動作ステップと、を有する画像表示方法も提供する。
　また、前記記録ステップにて記録される所定のルールは複数の候補ルールであり、前記
記録、保持されている複数の候補ルールから、表示輝度計算ステップにて所定のルールと
して利用すべきルールを選択する選択ステップ、をさらに有する画像表示方法も提供する
。
　また、前記選択ステップが、表示対象となるコンテンツ種別、表示対象となる受信放送
種別、表示対象となるコンテンツと関連付けられている表示コンテンツ制御情報、表示対
象となる受信放送と関連付けられている表示放送制御情報、のいずれか一又は二以上の組
合せを取得し、取得した一又は二以上の組合せの情報に応じて前記選択をする画像表示方
法も提供する。
　また、前記記録ステップにて記録され保持されている所定のルールが、周囲照度に応じ
て定められる表示輝度の最大値と、最小値とを定めるルールを保持する輝度範囲ルールで
ある画像表示方法も提供する。
　また、前記ルール変更ステップが、ディスプレイ部上のユーザーインターフェイスを利
用して値を入力させる外部入力ステップと、外部入力ステップにより入力された値により
前記最大値と最小値とを変更する輝度範囲ルール変更ステップと、を有する画像表示方法
も提供する。
　また、前記輝度範囲ルール変更ステップが、照度検出ステップにて検出された周囲照度
に応じて変更が制限される照度依存変更制限付輝度範囲ルール変更ステップである画像表
示方法も提供する。
　また、前記照度依存変更制限付輝度範囲ルール変更ステップが、周囲照度が所定の照度
以上の場合には、前記輝度範囲ルールに含まれる最大値のみを変更可能であるように制限
し、周囲照度が所定の照度以下の場合には前記輝度範囲ルールに含まれる最小値のみを変
更可能であるように制限する画像表示方法も提供する。
　また、前記外部入力ステップが、ユーザーインターフェイスとして、周囲照度が所定の
照度以上の場合の入力画面として最大値の設定可能範囲のみを示す入力バーを表示し、周
囲照度が所定の照度以下の場合の入力画面として最小値の設定可能範囲のみを示す入力バ
ーを表示する画像表示方法も提供する。
　また、ユーザーインターフェイスの画面が表示されたディスプレイ部を、前記外部入力
ステップにて入力された値により変更されたルールに従って計算された表示輝度値で動作
させる即時反映ステップをさらに有する画像表示方法も提供する。
　また、照度検出ステップが、記録、保持されているルールの輝度範囲を定める情報の変
更処理が外部入力ステップからの入力により行なわれている場合には照度の検出をＯＦＦ
とする検出機能休止ステップを有する画像表示方法も提供する。

なお、実施例１から実施例３にて、主に請求項１，２，５，６、７，８につい



【０００８】
　≪実施例１≫
　　 <実施例１の概要 >
　図１に示すのは、周囲の照度に応じて表示輝度を変更する機能を備えた本実施例の画像
表示装置におけるユーザーインターフェイスの一例である。具体的には、ユーザーが任意
にその表示輝度の調整範囲の上限／下限を設定するためのユーザーインターフェイスの一
例を表す概略図である。この図にあるように、本実施例の画像表示装置を備えた例えばテ
レビのメニュー画面には、色相、彩度、明度などのカラーマネジメント設定やアクティブ
コントラストの設定などの各種設定項目が選択可能に表示される。そしてその中に、表示
輝度の調整範囲をユーザーが任意に設定するための「明るさセンサー設定」という項目も
表示されている。
【０００９】
　ここで、例えばユーザーが映画を見るために部屋を暗くしてＤＶＤ鑑賞を行っている。
すると、本実施例の画像表示装置はこの部屋の暗さを光量センサーなどで検出し、表示輝
度を自動的に例えば設定値「－１６」に抑えて表示する。しかし、この「－１６」という
設定値の輝度での表示だと、このユーザーにとっては画像が暗すぎて内容をよく理解する
ことができない。そこで、ユーザーはリモコン操作でディスプレイ上に図 1に示す上記メ
ニュー画面を呼び出し、そこから「明るさセンサー設定」の項目を選択する。すると、図
のような「最大値設定」、「最小値設定」と言った具合のスライダーバーが表示される。
ユーザーはこのスライダーバーを左右に移動させ、所望の地点にバーを配置することで、
例えば真っ暗な部屋での表示輝度調整処理を、初期設定の「－１６」から「－１２」の設
定値に調整するよう任意に変更することができるようになる。したがって、ユーザーは自
分の希望に合った表示輝度で画像を視聴することができる。
【００１０】
　　 <実施例１の構成 >
　図２に示すのは、本実施例の画像表示装置における機能ブロックの一例を表す図である
。この図にあるように、本実施例の「画像表示装置」（０２００）は、「ディスプレイ部
」（０２０１）と、「周囲照度検出部」（０２０２）と、「表示輝度計算部」（０２０３
）と、「ルール保持部」（０２０４）と、「ルール変更部」（０２０５）と、を有する。
【００１１】
　なお、以下に記載する本システムの機能ブロックは、ハードウェア、ソフトウェア、又
はハードウェア及びソフトウェアの両方として実現され得る。具体的には、コンピュータ
を利用するものであれば、ＣＰＵやメモリ、バス、ハードディスクや不揮発性メモリなど
の記憶装置、ＣＤ－ＲＯＭやＤＶＤ－ＲＯＭなどの記憶メディア、それらメディアの読取
ドライブ、各種通信や印刷機器用の送受信ポート、その他の周辺装置などのハードウェア
構成部や、それらハードウェアを制御するためのドライバプログラムやその他アプリケー
ションプログラム、情報入力に利用されるインターフェイスなどが挙げられる。これらハ
ードウェアやソフトウェアは、メモリ上に展開したプログラムをＣＰＵで順次演算処理し
たり、メモリやハードディスク上に保持されているデータや、インターフェイスを介して
入力されたデータなどを加工、蓄積、出力処理したり、あるいは各ハードウェア構成部の
制御を行ったりするために利用される。
【００１２】
　また、この発明はシステムとして実現できるのみでなく、方法としても実現可能である
。また、このような発明の一部をソフトウェアとして構成することができることもできる
。さらに、そのようなソフトウェアをコンピュータに実行させるために用いるソフトウェ
ア製品、及び同製品を記録媒体に固定した記録媒体も、当然にこの発明の技術的な範囲に
含まれる（本明細書の全体を通じて同様である）。
【００１３】
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て説明する。また、実施例４は、主に請求項３、９について説明する。また、実施例５は
、主に請求項４，１０について説明する。



　「ディスプレイ部」（０２０１）は、後述する表示輝度計算部（０２０３）にて計算さ
れた表示輝度に従って動作するディスプレイである。このディスプレイ部は、例えば、非
発光型ディスプレイの液晶ディスプレイやマイクロミラーディスプレイ、あるいは発光型
のプラズマディスプレイやエレクトロルミネッセンスディスプレイ、フィールドエミッシ
ョンディスプレイ、蛍光表示管ディスプレイなどが挙げられる。そしてこのディスプレイ
部は、例えば液晶ディスプレイであればそのバックライトの光量を調整したり、入力ビデ
オ信号にバイアスをかけたりすることなどにより表示輝度を調整可能な構成となっており
、後述する表示輝度計算部での計算結果に応じた表示輝度に従って動作し画像を表示する
ことができる。
【００１４】
　「照度検出部」（０２０２）は、周囲照度を検出する機能を有し、例えば光電導素子を
利用して周囲の光量を検出する光量センサーなどで構成すると良い。光電導素子としては
、光を当ることで半導体内に光量に比例した自由電子が発生し、電流の流れに変化が生じ
抵抗値が下がるＣｄｓセルなどが挙げられる。もちろん光量センサーはこれに限られない
。「周囲照度」とは、画像表示装置の周囲の照度をいい、特に周囲の範囲については限定
しない。ただ、通常視聴に効果を及ぼす空間的範囲内であることが望ましい。この周囲照
度は、上記光量センサーなどを利用して例えば暗い部屋０ルクス、家の外６００ルクスと
言う具合で検出される。もちろん本発明は、上記のように光電導素子により直接周囲の照
度を検出する方法には限られず、周囲照度の影響を受けるディスプレイ表面の照度を検出
することで周囲照度の検出に代えるなどさまざまであって良い。
【００１５】
　「表示輝度計算部」（０２０３）は、照度検出部（０２０２）にて検出された周囲照度
と、所定のルールと、に基づいてディスプレイ部の表示輝度を計算する機能を有する。「
所定のルール」とは、表示輝度を計算するために利用されるルールであって、通常は予め
設定されている。なお、この表示輝度計算部で計算される表示輝度は、画素ごとの輝度値
であっても構わないし、その他にも代表設定値として計算された値であっても構わない。
代表設定値が計算される場合、実際のディスプレイへの出力時に、その表示輝度（代表）
値に応じて各画素の輝度値の補正が実行されることになる。
【００１６】
　図３に示すのは従来の画像表示装置の「所定のルール」の一例を説明するための概念図
である。この図にあるように従来の画像表示装置では、例えば周囲の輝度が５００ルクス
であれば表示輝度を設定値「＋１６」とする、というルールが定められている。あるいは
、０ルクスであれば表示輝度を設定値「－１６」とする、と言うルールが定められている
。したがって、照度検出部にて検出された周囲照度と、上記所定のルールによって、表示
輝度計算部で表示輝度の設定値が取得されることになる。このように、表示輝度計算部で
の計算には四則演算の計算のみならず、上記のような周囲照度と表示輝度との対応関係を
示すデータベースなどからのデータの取得も含まれる。
【００１７】
　この表示輝度計算部での表示輝度の計算は、装置のハードウェア資源を利用して例えば
以下のように行われる。まず本実施例の画像表示装置のスイッチがオンになるなど計算処
理開始のキーとなる情報が検知される。すると、その検知に応じ表示輝度を計算するため
のプログラムが記憶されている領域を指定し読み出しを指示する情報が出力される。する
とハードディスクなどの記憶装置の所定領域に記憶されている計算プログラムが、この情
報の出力に応じてメモリのワークエリアに展開され、順次中央演算回路などによって実行
される。そしてこの計算プログラムの実行により、まず、照度検出部によって検出された
周囲照度を示す数値が、メモリの記憶エリアの所定領域に、その格納領域のアドレスを示
す情報とともに格納される。
【００１８】
　つづいて、ハードディスクなどの記憶装置の所定領域に記憶されている上記所定のルー
ルを示す情報を取得するために記憶領域を指定し読み出しを指示する情報が出力される。
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すると上記所定のルールを示す情報が、メモリの記憶エリアのまた別の所定の領域にその
格納領域のアドレスを示す情報とともに格納される。そして、ＣＰＵの論理演算処理によ
り、メモリ内の所定領域にそれぞれ格納された周囲照度を示す数値と所定のルールで示さ
れる数値との比較処理が行われる。そして、その比較処理により該当する表示輝度の設定
値を示す情報が取得され、メモリ内のまた別の所定領域にその格納領域のアドレスを示す
情報とともに格納される。そして、その後はこのようにして取得された表示輝度が、今度
はディスプレイの表示輝度を調整制御するためのプログラムに利用され、この画像表示装
置は周囲照度に応じた表示輝度による画像表示を行うことができる。
【００１９】
　しかし、ここでユーザーは上記所定のルールで定められた設定に基づいて調整された表
示輝度の画像、画質に満足できないことがある。そこで、本実施例の画像表示装置では、
上記構成要件の加え、さらに「ルール保持部」（０２０４）と、「ルール変更部」（０２
０５）と、を有し、上記所定のルールを例えばユーザーが任意に変更可能とし更新保持す
る構成をとる。
【００２０】
　「ルール保持部」（０２０４）は、所定のルールを保持する機能を有する。このルール
保持部で保持されている所定のルールとしては、例えば照度の値から表示輝度の設定値を
算出するための数式ｆ（ｘ）を示す情報などが挙げられる。この数式例としては、ｆ（ｘ
）を表示輝度の設定値、ｘを周囲照度として「ｆ（ｘ）＝３２／５００×ｘ－１６」など
が挙げられる。これはつまり周囲照度と比例関係で対応させて表示輝度の設定値と設定し
ている場合である。もちろん所定のルールである数式は上記例には限定されないし、また
、数式以外にも次のような周囲照度の範囲と表示輝度の設定値とを関連付けたデータベー
スで示される所定のルールも挙げられる。すなわち、周囲照度が０～１００ルクスの場合
の表示輝度の設定値は「－１６」、・・・、周囲照度が５００以上の場合の表示輝度の設
定値は「＋１６」と言う具合のデータの関連付けで示される所定のルールである。そして
、これら数式ｆ（ｘ）やデータの関連付けで示される所定のルールが、ルール保持部であ
る、例えば半導体メモリやハードディスクドライブなどの記憶媒体の所定アドレスに記憶
されることで上記構成が実現されている。また、そのようにしてルール保持部に保持され
ている所定のルールが、次に説明するルール変更部の作用で例えばユーザーにより任意に
変更され、更新されることになる。
【００２１】
　なお、本実施例の画像表示装置における「ルール保持部」は、さらに「輝度範囲ルール
保持手段」（図示せず）を有していても良い。この「輝度範囲ルール保持手段」は輝度範
囲ルールを保持する機能を有している。「輝度範囲ルール」とは、周囲照度に応じて定め
られる表示輝度の最大値と、最小値とを定める所定のルールである。これは、例えば後述
するルール変更部での所定のルール変更処理の際に、その最大値と最小値のみの変更指定
をユーザーに行わせることですますことができる、と言う効果を奏する。
【００２２】
　「ルール変更部」（０２０５）は、ルール保持部（０２０４）に保持されているルール
を変更する機能を有する。このルール変更部でのルールの変更は、例えば外部機器からネ
ットワークなどを介して新しい所定のルールである数式ｇ（ｘ）を取得し、ルール保持部
に保持されている所定のルールを書換えることでルールを変更する方法が挙げられる。あ
るいは、上記周囲照度の範囲と表示輝度データの関連付け数値をキーボードやボタンリモ
コンの操作などで入力された数値に更新することで、所定のルールを変更する方法も挙げ
られる。
【００２３】
　また、このルール変更部によって、上記輝度範囲ルール保持手段に保持されている輝度
範囲ルールに対する変更が行われても良い。そのために、本実施例の画像表示装置のルー
ル変更部は、図４に示すようにさらに以下の機能ブロックを備えていても良い。すなわち
、本実施例の画像表示装置は、前述説明済みの「ディスプレイ部」と、「周囲照度検出部
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」と、「表示輝度計算部」と、「ルール保持部」と、「ルール変更部」と、「輝度範囲ル
ール保持手段」とを有している。そしてさらに、この図４にあるように、「ルール変更部
」（０４０５）が、さらに「外部入力手段」（０４０５ａ）と、「輝度範囲ルール変更手
段」（０４０５ｂ）とを有する。
【００２４】
　「外部入力手段」（０４０５ａ）は、ディスプレイ上のユーザーインターフェイスを利
用して、例えば値などを入力する機能を備えている。この外部入力手段が利用する「ユー
ザーインターフェイス」は、例えば図１に示すようなＧＵＩ（グラフィカル・ユーザーイ
ンターフェイス）が挙げられる。この図のユーザーインターフェイスでは、例えば輝度の
範囲を示すスライダーバーなどの入力バーを移動することで所定のルールである輝度の範
囲を定める最大値と最小値とをユーザーに任意に設定させるための表示が行われている。
もちろん、このユーザーインターフェイスでは、設定される最大値が最小値を下回る場合
は表示輝度の調整に不具合を生じるので、そのような設定が行われた場合には警告表示を
行ったり、あるいは最小値を設定したら最大値決定の入力バーに表示されるバーの移動範
囲が前記設定の最小値以上に設定されるよう制限されたりするような構成になっていると
良い。
【００２５】
　また、設定された周囲照度に応じた最大値と最小値の範囲が狭い場合にも、バックライ
トやディスプレイの表示輝度の分解能によっては、その光がちらつく、などの不具合が生
じてしまうことがある。そこで、所定の閾値などを設けこのような狭い設定範囲を検出し
、その値への変更に関して警告を表示したり、変更自体できないようにしたりする構成で
あっても良い。
【００２６】
　「輝度範囲ルール変更手段」（０４０５ｂ）は、外部入力手段により入力された値によ
り、前記輝度範囲ルールの最大値と最小値とを変更するための機能を有する。図５に示す
のは、この輝度範囲ルール変更手段により変更された輝度範囲ルールの一例を説明するた
めの概念図である。この図にあるように、当初の輝度範囲ルールでは周囲の照度が５００
ルクスの場合、表示輝度は設定値「＋１６」に調整し、周囲の照度が０ルクスの場合、表
示輝度は「－１６」に調整するよう定められている。しかし、ここで上記ユーザーインタ
ーフェイスを利用して、表示輝度の最大値が「＋１２」、最小値が「－８」と設定され、
輝度範囲ルールがそのように変更された、ということである。具体的にはこの所定のルー
ルの変更処理は、例えば所定のルールが数式ｆ（ｘ）であるのならば、この数値に対応す
るようにその「傾き」や「切片」の数値が変更する（ｆ（ｘ）＝２０／５００×ｘ－８な
ど）ことで行われる。あるいは、所定のルールが周囲照度の範囲と表示輝度の設定値とを
関連付けたデータベースで示されるルールであるのならば、そのデータベースの表示輝度
の設定値を書き換えることで行われる。
【００２７】
　このように、ルール変更部での変更が輝度範囲ルール保持手段で保持されている輝度範
囲ルールに対する変更であれば、基本的に表示輝度の最大値、最小値に対する変更指定の
みですむ。したがってユーザーインターフェイスの入力項目を簡略化することができ、ま
たその入力項目の減少によりユーザーの手間を省くことができる。
【００２８】
　なお、このルール変更部での輝度範囲ルールの変更は、装置のハードウェア資源を利用
して例えば以下のように行われる。まずユーザーの操作に応じ、ディスプレイに各種設定
を行うためのメニュー画面を表示し設定変更を受け付けるプログラムがメモリ上のワーク
エリアに展開され、中央演算回路により実行されることで、図１に示すようなメニュー画
面がディスプレイに表示される。つづいて、ハードディスクなどの記憶装置の所定領域に
それぞれ記憶されている上記輝度範囲の最大値を示す数値と、最小値を示す数値を取得す
るためにそれぞれの記憶領域を指定し読み出しを指示する情報が出力される。すると上記
最大値、最小値を示す情報が、メモリの記憶エリアのそれぞれの所定領域にその格納領域
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のアドレスを示す情報とともに格納される。そして、その所定の格納領域に格納されてい
るそれぞれの値が、上記メニュー表示・設定変更受付プログラムにより画面上に表示され
る。
【００２９】
　一方、このメニュー表示・設定変更受付プログラムにより、キーボードやボタンリモコ
ンなどの入力デバイスでの最大値、最小値入力の受付待ちが実行される。そして上記入力
デバイスにより最大値または最小値を変更する値の情報が入力されると、その入力値が、
メモリの記憶領域のまた別の所定領域にその格納領域のアドレスを示す情報とともに格納
される。そして例えば最大値について新たに数値が入力されたならば、最初に最大値が記
憶されていたハードディスク内の記憶領域に対して、メモリの所定領域に格納されている
その入力値を上書き更新する処理が行われる。このようにして所定のルールの更新処理が
行われる。
【００３０】
　　 <実施例１の処理の流れ >
　図６に示すのは、本実施例における処理の流れの一例を表すフローチャートである。な
お、以下に示すステップは、媒体に記録され計算機を制御するためのプログラムを構成す
る処理ステップであっても構わない。この図にあるように、まず、所定のルールを保持す
るために記録する（ステップＳ０６０１）。その後、例えばユーザーインターフェイスを
利用してユーザーにより輝度範囲の最大値、最小値などの値が入力されれば、前記ステッ
プＳ０６０１で記録され保持されている所定のルールを変更する（ステップＳ０６０２）
。そして画像表示装置に画像を表示する際には、まず、周囲照度が検出され（ステップＳ
０６０３）、変更が無ければ前記ステップＳ０６０１で記録された所定のルール、ステッ
プＳ０６０２で変更が行われればその変更された所定のルールと、前記ステップＳ０６０
３で検出した周囲照度と、に基づいてディスプレイ部での表示輝度を計算する（ステップ
Ｓ０６０４）。そして最後に、前記ステップＳ０６０４で計算された表示輝度に従ってデ
ィスプレイ部を動作し（ステップＳ０６０５）、視聴環境の周囲照度に合い、かつユーザ
ーの感覚にもより合った表示輝度で画像の表示が行われる。
【００３１】
　　 <実施例１の効果の簡単な説明 >
　以上のように、本実施例の画像表示装置によって、ユーザーは自分の好みや見易さなど
に合わせて、任意に、例えば周囲照度にあわせて調整される表示輝度の範囲などの設定を
行うことができる。したがって、視聴環境の周囲照度に合い、かつユーザーの感覚にもよ
り合った表示輝度での画像表示が可能となる。
【００３２】
　≪実施例２≫
　　 <実施例２の概要 >
　本実施例の画像表示装置は、実施例１を基本として、その特徴点は、「所定のルール」
が複数の候補ルールとして予めＥＥＰＲＯＭなどに選択可能に保持されている点である。
したがって、ユーザーは、例えば映画に合った表示輝度に調整されるよう設定された「映
画用ルール」や、スポーツ動画に合った表示輝度に調整されるよう設定された「スポーツ
動画用ルール」、といった具合に、複数の候補ルールから所望のルールを選択するだけで
、周囲照度に応じ、さらに映像内容などにも合った表示輝度に調整された映像を簡単に楽
しむことができる。
【００３３】
　また、実施例１で説明したルール変更部での所定のルールの変更も、その複数の候補ル
ールごとに行うことで、様々な映像内容などに調整された所定のルールの設定を簡単に行
うことができる。
【００３４】
　　 <実施例２の構成 >
　図１５に示すのは、本実施例の画像表示装置における機能ブロックの一例を表す図であ
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る。この図にあるように、本実施例の「画像表示装置」（１５００）は、実施例１を基本
として、「ディスプレイ部」（１５０１）と、「周囲照度検出部」（１５０２）と、「表
示輝度計算部」（１５０３）と、「ルール保持部」（１５０４）と、「ルール変更部」（
１５０５）と、を有する。また図示していないが、そのルール変更部が、さらに「外部入
力手段」と、「輝度範囲ルール変更手段」とを有していても良い。なお、これら「ディス
プレイ部」と、「周囲照度検出部」と、「表示輝度計算部」と、「ルール保持部」と、「
ルール変更部」と、また「外部入力手段」と、「輝度範囲ルール変更手段」と、は、前記
実施例にて記載済みであるのでその説明は省略する。そして、本実施例の画像表示装置の
特徴点は、ルール保持部がさらに「候補ルール保持手段」（１５０４ａ）を有し、また表
示輝度計算部が「選択手段」（１５０３ａ）を有する点である。
【００３５】
　「候補ルール保持手段」（１５０４ａ）は、複数の候補ルールを保持する機能を有する
。この候補ルール保持手段は、具体的には例えば「ＥＥＰＲＯＭ」や「ハードディスクド
ライブ」、「相変化光ディスクメディア」、「不揮発性メモリ」などの画像表示装置ロー
カルの二次記憶装置で実現することができる。あるいは、この候補ルール保持手段はネッ
トワーク上のサーバ装置などに配置されており、本実施例の画像表示装置はネットワーク
網を介しそのサーバ装置上の候補ルール保持手段にアクセスし、候補ルールをダウンロー
ドする構成であっても良い。
【００３６】
　「候補ルール」とは、表示輝度計算部（１５０３）にて所定のルールとして計算に利用
されうるルールをいい、例えば「映画用ルール」、「スポーツ映像用ルール」、「ゲーム
映像用ルール」、また映画用ルールの中でも「ホラー映画用ルール」、「コメディ映画用
ルール」といった具合に、その映像内容に応じて設定されたルールなどが挙げられる。
【００３７】
　このように映像内容に応じたルールとすることで、本実施例の画像表示装置は、例えば
ユーザーによって選択された候補ルールの識別情報を取得するだけで、あるいは自動的に
その映像内容の識別情報を取得するだけで、周囲照度に応じ、かつその映像内容にも応じ
た表示輝度での映像を簡単に表示することができる。
【００３８】
　もちろん、複数の候補ルールは上記映像内容に応じた候補ルールには限定されず、例え
ば「ＨＤＭＩ端子入力用ルール」、「ＰＣ入力用ルール」、「アナログチューナ用ルール
」、といった具合に、画像表示装置への入力インターフェイスごとの候補ルールであって
も良い。あるいは、「テレビ放送局Ａ」や「テレビ放送局Ｂ」、あるいは「ＢＳデジタル
／アナログ」「地上波デジタル／アナログ」という具合の放送主体別や放送媒体別の候補
ルールや、「ＨＤ（高精細度画質）放送」や「ＳＤ（標準画質）放送」という具合の画質
規格別の候補ルールなども挙げられる。
【００３９】
　図１６に示すのは、この候補ルール保持手段にて保持されている候補ルールの一例を表
す概念図である。この図１６（ａ）にあるように、例えばスポーツ用ルールである「ダイ
ナミックモード」のルールは、照度に応じた輝度設定値の範囲が「－１６～＋１６」であ
り、またコントラストがはっきりするような変化の割合を示す曲線をとる関数ｆｓ（ｘ）
として保持されている。そしてスポーツ映像視聴時には、この関数を利用することで、動
きのある映像でも見やすいような表示輝度に調整することができる。
【００４０】
　また「映画モード」のルールは、例えば図１６（ｂ）に示すようにその範囲が「－１６
～＋８」であり、コントラストが緩やかとなる曲線の関数ｆｍ（ｘ）として保持されてい
る。それによりコントラスト感を抑え暗い映像を見やすくなるような表示輝度に調整する
ことができる。また、「ゲームモード」では、例えば図１６（ｃ）に示すようにその範囲
が「－８～＋８」であり、コントラストが緩やかとなる曲線の関数ｆｇ（ｘ）として保持
されている。そしてこの関数を利用することで目が疲れないような表示輝度に調整するこ
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とができる、という具合である。
【００４１】
　あるいは、上記映像内容に応じたルールの他にも、例えば入力端子が「ＨＤＭＩ端子１
」の場合はＢＳデジタルでスポーツ中継を良く見るとして、図１６（ａ）に示すような関
数を「ＨＤＭＩ端子１」から入力される画像での表示輝度計算に利用する候補ルールとし
て保持する、といった構成であっても良い。
【００４２】
　もちろん、この候補ルールは、実施例１で記載したようにルール変更部やその外部入力
手段によってユーザーが任意に変更することができる。また候補ルールは、上記ルール変
更部による変更の他、本実施例の画像表示装置の有する「新規候補ルール追加部」により
、新規に追加、保持されても良い。このように新規に候補ルールを追加する機能を備える
ことで、例えばサービス提供者が、専門家の調整した候補ルールをネットワーク配信する
、などのサービス提供を行うことができるようになる。
【００４３】
　そして本実施例の画像表示装置では、このように複数保持されている候補ルールの中か
ら、次の選択手段にて所定のルールとして利用するルールを選択し、表示輝度計算部にて
実際の表示輝度を計算することになる。
【００４４】
　「選択手段」（１５０３ａ）は、候補ルール保持手段（１５０４ａ）に保持されている
複数の候補ルールから所定のルールとして利用すべきルールを選択する機能を有する。こ
の選択手段は、例えば、リモコンとリモコン受光部や操作パネルなどで実現され、ユーザ
ーが所望の候補ルールの識別情報をＧＵＩなどを利用し選択、入力することで、そのルー
ルを選択する方法が挙げられる。あるいは、表示する映像の映像入力インターフェイスの
識別情報を自動的に取得し、図１６（ｂ）に示すようにその映像入力元の識別情報に応じ
て候補ルールを選択する構成であっても良い。
【００４５】
　また、その他にも、選択手段は、表示対象となるコンテンツ種別、表示対象となる受信
放送種別、表示対象となるコンテンツと関連付けられている表示コンテンツ制御情報、表
示対象となる受信放送と関連付けられている表示放送制御情報、のいずれか一又は二以上
の組合せを取得し、取得した一又は二以上の組合せの情報に応じて前記選択を行ってもよ
い。「コンテンツ種別」とは、例えばホラー映画、コメディ映画、スポーツ映像、ニュー
ス映像、ゲーム映像といった具合に、その映像コンテンツの種別を表す情報をいう。また
、「受信放送種別」とは、例えばＢＳデジタル／アナログ、地上波デジタル／アナログ、
ＣＳデジタル／アナログ、といった具合の放送媒体種別や、放送局（チャンネル）Ａ、放
送局Ｂといった具合の放送主体種別などが挙げられる。また、「表示コンテンツ制御情報
」、「表示放送制御情報」とは、このようなコンテンツ種別や受信放送種別に応じて、本
実施例の画像表示装置を制御するための命令情報をいう。
【００４６】
　すなわち、ＤＶＤなどのメディアを再生して得られた映像の場合、そのＤＶＤメディア
のリードイン領域に「映画」「スポーツ」等その映像ジャンルに関する識別情報が「コン
テンツ種別」として書込まれており、本実施例の画像表示装置はその「コンテンツ種別」
を取得することで図１６（ａ）に示すようにコンテンツ種別に応じて候補ルールを選択す
る、という具合である。また、デジタル放送波の映像の場合、そのデジタル放送波に含ま
れるデータ部分にＢＭＬ（放送用マークアップ言語）形式で記載された「コンテンツ種別
」を自動的に取得することで、同様にコンテンツ種別に応じて候補ルールを選択しても良
い。
【００４７】
　図１７に示すのは、このデジタル放送波のデータ部分の一例を表す概念図である。この
図にあるように、デジタル放送波のデータ部分は「ヘッダ」や「リソースリスト」、そし
てデータ本体の「ＢＭＬ文書」などで構成され、「コンテンツ種別」であるその放送のジ
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ャンル情報などが「ＢＭＬ文書」内に記述されている、という具合である。もちろん、こ
こに記述されているのは「ＢＳデジタル」、「地上波デジタル」、「ＣＳデジタル」など
の受信放送種別などの情報であっても良いし、それら種別に応じて本実施例の画像表示装
置を制御する表示コンテンツ制御情報や表示放送制御情報であっても良い。
【００４８】
　以上のように、本実施例の画像表示装置によって、複数の候補ルールの中から、ユーザ
ーの所望の候補ルールや、自動的に取得されるコンテンツ種別などに応じた候補ルールを
利用して、周囲照度に応じて表示輝度を計算するためのルールを選択することができる。
【００４９】
　また、本実施例の画像表示装置は、さらに「映像内オブジェクト情報取得部」を有し、
また「表示輝度計算部」が「オブジェクト別表示輝度計算手段」を有していても良い。こ
れにより、例えばＭＰＥＧ７のビジュアル特徴記述ツール等を利用して映像内のオブジェ
クト、例えば人物や背景など、の情報を取得し、画像の中心となる例えば人物のオブジェ
クトに対しては背景オブジェクトよりも明るくなるよう表示輝度を計算する、という具合
の処理を行うことができる。
【００５０】
　　 <実施例２のハードウェア構成 >
　図１８に示すのは、上記機能的な各構成要件をハードウェアとして実現した際の、画像
表示装置における構成の一例を表す概略図である。この図を利用して、ディスプレイ部と
して液晶表示ディスプレイを例に取り、表示輝度の調整におけるそれぞれのハードウェア
構成部の働きについて説明する。
【００５１】
　まず、ＲＧＢ信号や垂直、水平同期信号、時間情報を含みディスプレイにて表示される
べき画像データがＬＣＤコントローラ（１８０１）に入力される。ＬＣＤコントローラは
、入力された画像データに基づいてＲＧＢ信号を含む信号線制御信号を信号線駆動回路（
１８０２）へ出力する。また走査線制御信号を走査線駆動回路（１８０３）へ出力し、液
晶表示ディスプレイ（１８０７）における画像表示が行われる。
【００５２】
　また、ハードディスクドライブ（ＨＤＤ：１８１２）には複数の候補ルールが蓄積され
ており、そのいずれかが所定のルールとしてメモリ（１８０９）の所定領域上に格納され
る。また光量測定センサー（１８１１）によって測定された周囲の照度を示す値もメモリ
の別の所定領域上に格納される。そしてＣＰＵ（１８０８）に輝度制御プログラムが展開
され実行されることで、所定のルールと周囲照度を示す値を利用した四則演算処理により
表示輝度値が計算される。そして計算された表示輝度値に基づいて、ＬＣＤコントローラ
は、バックライト制御回路（１８０４）を介してバックライト用のインバータ回路（１８
０５）を制御し駆動電流を調整することで、バックライト（１８０６）によるバックライ
ト輝度を調整している。
【００５３】
　ここで、入力デバイス（１８１０）のメニュー表示ボタンの押下によって入力デバイス
からメニュー表示信号が出力される。そして、このメニュー表示信号の受信により、候補
ルールを選択するためのＧＵＩが、例えばＯＳＤ処理などによりディスプレイに表示され
る。そして、ユーザーはそのＧＵＩを見ながらリモコンを操作し、所望の候補ルール、例
えば「映画用ルール」を選択し、入力ボタンを押す。すると「入力デバイス」にて選択信
号を受信した画像表示装置は、「ＨＤＤ」から該当する候補ルールである所定の関数ｆｍ
（ｘ）などを読み出し、所定のルールとして「メモリ」の所定アドレスに格納する。
【００５４】
　あるいは、図示しない「チューナ」で受信したデジタル放送波や「ＤＶＤドライブ」に
てセットされたＤＶＤメディアのリードイン領域に記録されている「コンテンツ種別」な
どを自動的に取得することで、該当する候補ルールを「ＨＤＤ」から読み出し、所定のル
ールとして「メモリ」の所定アドレスに格納しても良い。
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【００５５】
　そして、光量測定センサーによって測定された周囲の照度を示す値も、メモリの記憶エ
リアのまた別の所定領域に格納される。続いてＣＰＵの演算処理により、メモリの所定領
域に格納されている所定のルールｆｍ（ｘ）と、周囲の照度を示す値とに基づいてＣＰＵ
の演算処理により表示輝度の設定値が算出される。そしてその計算された表示輝度設定値
に基づいたバックライトの輝度制御が行われることで、周囲照度と、候補ルールの中から
選択された所定ルールに基づく輝度での画像表示が行われる。なお、本例では輝度の制御
をバックライト輝度の制御により実現する実施例を示したが、もちろんそれには限定され
ず液晶パネルのガンマ特性の傾きを計算された表示輝度の設定値に制御することによる輝
度制御、あるいは画像データの輝度値を変更することによる輝度制御などさまざまであっ
て良い。
【００５６】
　　 <実施例２の処理の流れ >
　図１９に示すのは、本実施例における処理の流れの一例を表すフローチャートである。
なお、以下に示すステップは、媒体に記録され計算機を制御するためのプログラムを構成
する処理ステップであっても構わない。この図にあるように、まず、複数の候補ルールを
保持するために記録する（ステップＳ１９０１）。その後、例えばユーザーインターフェ
イスを利用してユーザーにより候補ルールごとなどにその変更情報が入力されれば、前記
ステップＳ０６０１で記録され保持されている候補ルールを変更し記録する。
【００５７】
　そして画像表示装置に画像を表示する際には、まず、周囲照度を検出する（ステップＳ
１９０２）。また、前記ステップＳ１９０１で記録された候補ルールの中から所定のルー
ルとして利用すべきルールが選択される（ステップＳ１９０３）。

すると、前記ステップＳ１９０２で検
出した周囲照度と、前記ステップＳ１９０３にて所定のルールとして選択されたルールと
、に基づいてディスプレイ部での表示輝度を計算する（ステップＳ１９０４）。そして最
後に、前記ステップＳ１９０４で計算された表示輝度に従ってディスプレイ部を動作し（
ステップＳ１９０５）、視聴環境の周囲照度に合い、かつ例えばコンテンツ内容などにも
合った表示輝度で画像の表示が行われる。
【００５８】
　　 <実施例２の効果の簡単な説明 >
　以上のように、本実施例の画像表示装置によって、複数の候補ルールの中から、ユーザ
ーの所望の候補ルールや、自動的に取得されるコンテンツ種別などに応じた候補ルールを
利用して、周囲照度に応じて表示輝度を計算するためのルールを選択することができる。
【００５９】
　≪実施例３≫
　　 <実施例３の概念 >
　本実施例の画像表示装置は、実施例１を基本として、その特徴点は、検出した周囲照度
に応じて、前記輝度範囲ルールで保持されているルールの最大値、最小値の変更が制限さ
れる点である。具体的には、例えば視聴環境の周囲の照度が標準以上に明るければ、画像
表示装置はその表示輝度を明るく調整するので最小値の設定は行わずその最大値のみの設
定ですませる、と言う具合である。このように周囲照度に応じて輝度範囲ルールの変更に
制限をかけることで、照度状況にあわせて入力項目を少なくすることができ、ユーザーに
無用の手間をかけさせる必要が無くなる。また、このことはユーザーインターフェイスに
おいても表示項目を少なくすることができる、という効果に加え、その表示項目の少なさ
からユーザーに特段の意識をさせることなく、ルールの設定の変更を行わせることが可能
になる。
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なお、この選択は、表
示対象となるコンテンツ種別、表示対象となる受信放送種別、表示対象となるコンテンツ
と関連付けられている表示コンテンツ制御情報、表示対象となる受信放送と関連付けられ
ている表示放送制御情報、のいずれか一又は二以上の組合せを取得し、取得した一又は二
以上の組合せの情報に応じた選択であっても良い。



【００６０】
　　 <実施例３の構成 >
　図７に示すのは、本実施例の画像表示装置における機能ブロックの一例を表す図である
。この図にあるように、本実施例の「画像表示装置」（０７００）は、実施例１を基本と
して、「ディスプレイ部」（０７０１）と、「周囲照度検出部」（０７０２）と、「表示
輝度計算部」（０７０３）と、「ルール保持部」（０７０４）と、「ルール変更部」（０
７０５）と、を有する。また、そのルール変更部が、さらに「外部入力手段」（０７０５
ａ）と、「輝度範囲ルール変更手段」（０７０５ｂ）とを有する。なお、これら「ディス
プレイ部」と、「周囲照度検出部」と、「表示輝度計算部」と、「ルール保持部」と、「
ルール変更部」と、「外部入力手段」と、「輝度範囲ルール変更手段」は、前記実施例に
て記載済みであるのでその説明は省略する。そして、本実施例の画像表示装置の特徴点は
、ルール変更部がさらに「照度依存変更制限手段」（０７０５ｃ）を有する点である。
【００６１】
　「照度依存変更制限手段」（０７０５ｃ）は、照度検出部（０７０２）にて検出された
周囲照度に応じて輝度範囲ルール変更手段（０７０５ｂ）の変更を制限する機能を有する
。この変更の制限は、例えば周囲照度が所定の照度以上の場合には、前記輝度範囲ルール
保持手段に含まれる最大値のみを変更可能とする制限や、周囲照度が所定の照度以下の場
合には前記輝度範囲ルール保持手段に含まれる最小値のみを変更可能とする制限などが挙
げられる。
【００６２】
　図８に示すのは、この照度依存変更制限手段での、周囲照度に応じた表示輝度の最大値
の変更制限の一例について説明するための概念図である。この図にあるように、周囲照度
検出部で検出された周囲照度が例えば３００ルクス以上である場合には、視聴環境の周囲
照度は十分明るく、したがって表示輝度のマイナス方向への調整は行う必要性は低いので
最小値の変更は省略可能として制限される。そして、最大値のみ変更すればよいとして、
その最大値の設定値が、図中斜線範囲で示す「＋１」から「＋１６」の間で変更可能とさ
れている、と言う具合である。
【００６３】
　また、このような周囲照度に応じて制限がかかっている場合の、表示輝度の最大値のみ
を変更するためのユーザーインターフェイスとして例えば下記のような構成要件を有する
ユーザーインターフェイスが挙げられる。すなわち、周囲照度が所定の照度以上の場合の
入力画面として最大値の設定可能範囲のみを示す入力バーを表示する入力バー表示器を有
するユーザーインターフェイスである。なお、「入力バー」は、例えば設定可能範囲をそ
の長さで示すバーと、そのバー上を上下又は左右にスライドさせることで所望の値を指定
する構成のものが挙げられる。図９に示すのは、このユーザーインターフェイスの表示画
面の一例を表す図である。この図にあるように、「映像調整」（０９００）と言う項目の
タブを指定するとその明るさについて調整するための「入力バー」（０９０１）である例
えばスライダーバーが「入力バー表示器」（図示せず）によってディスプレイ上に表示さ
れる。ユーザーはこの最大値を変更するためのスライダーバーにあるつまみ（０９０２）
を左右に動かすことで所望の表示輝度の最大値を指定することができる。そしてこの入力
バーの特徴点は、周囲照度が十分に明るい場合、図のように表示輝度の最小値を変更する
ための入力バーが省略されている点である。
【００６４】
　もちろん、上記例とは逆に、その制限が、周囲照度が所定の照度以下の場合には前記輝
度範囲ルール保持手段に含まれる最小値のみを変更可能とする制限であっても良い。図１
０に示すのは、この照度依存変更制限手段での、周囲照度に応じた表示輝度の最小値の変
更制限の、別の一例について説明するための概念図である。この図にあるように、周囲照
度検出部で検出された周囲照度が例えば２００ルクス以上である場合には、視聴環境の周
囲照度は暗めで、したがって表示輝度のプラス方向への調整は行う必要性は低いので最大
値の変更は省略可能として制限される。そして、最小値のみ変更すればよいとして、その
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最小値の設定値が、図中斜線範囲で示す「－１６」から「－１」の間で変更可能とされて
いる、と言う具合である。
【００６５】
　また、このような場合のユーザーインターフェイスとしては、周囲照度が所定の照度以
下の場合の入力画面として最小値の設定可能範囲のみを示す入力バーを表示する入力バー
表示器を有するユーザーインターフェイスを利用すると良い。図１１に示すのは、この最
小値の設定可能範囲のみを示す入力バーを表示する入力バー表示器を有するユーザーイン
ターフェイスの表示画面の一例を表す図である。この図にあるように、このユーザーイン
ターフェイスの特徴点は、表示輝度の最大値を変更するための入力バーが省略されていて
、表示輝度の最小値を変更するための入力バーのみ表示されている点である。
【００６６】
　このように周囲照度に応じて輝度範囲ルールの変更に制限をかけることで、視聴環境の
周囲の照度状況にあわせて入力項目を少なくすることができ、ユーザーに無用の手間をか
けさせる必要が無くなる。また、上記図示したようにユーザーインターフェイスにおいて
も表示項目を少なくすることができ、その表示項目の少なさからユーザーに特段の意識を
させることなく、ルールの設定の変更を行わせることが可能になる。
【００６７】
　　 <実施例３の処理の流れ >
　図１２に示すのは、本実施例における処理の流れの一例を表すフローチャートである。
なお、以下に示すステップは、媒体に記録され計算機を制御するためのプログラムを構成
する処理ステップであっても構わない。この図にあるように、まず、輝度範囲ルールを保
持するために記録する（ステップＳ１２０１）。その後、画像表示装置に画像を表示する
際に、周囲照度が検出される（ステップＳ１２０２）。つづいて、前記ステップＳ１２０
２にて検出された周囲照度に応じて輝度範囲ルールの最大値又は最小値の変更可能範囲が
制限される（ステップＳ１２０３）。そして、前記ステップＳ１２０３で制限された変更
範囲内で、ユーザーインターフェイスを利用して値を入力された場合（ステップＳ１２０
４）、その入力された値により、前記ステップＳ１２０１で記録された輝度範囲ルールの
最大値または最小値を変更する（ステップＳ１２０５）。そして、変更が無ければ前記ス
テップＳ１２０１で記録された輝度範囲ルール、ステップＳ１２０５で変更が行われれば
その変更された輝度範囲ルールと、前記ステップＳ１２０２で検出した周囲照度と、に基
づいてディスプレイ部での表示輝度を計算する（ステップＳ１２０６）。そして最後に、
前記ステップＳ１２０６で計算された表示輝度に従ってディスプレイ部を動作し（ステッ
プＳ１２０７）、視聴環境の周囲照度に合い、かつユーザーの感覚にもより合った表示輝
度で画像の表示が行われる。
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　もちろん、本実施例の処理の流れは、上記処理の流れにおけるステップＳ１２０３（周
囲照度に応じた輝度範囲ルールの最大値又は最小値の変更可能範囲が制限などのステップ
）や、ステップＳ１２０４、ステップＳ１２０５（ユーザーインターフェイスを利用した
値の取得による輝度範囲ルールの変更ステップ）などがない処理の流れであっても良い。
　その場合には、まず、周囲照度に応じた表示輝度の最大値と最小値を定めるルールを保
持する輝度範囲ルールを保持するために記録する。その後、例えばディスプレイ部上のユ
ーザーインターフェイスを利用してユーザーにより入力された値を取得した場合、その入
力された値により前記記録され保持されている輝度範囲ルールで定められる最大値と最小
値を変更し記録しても良い。また、この輝度範囲ルールの変更においては、例えばセンサ
などで周囲照度の検出を行い、その検出された周囲照度に応じて変更が制限されるよう構
成されていても良い。また、その制限は、検出された周囲照度が所定の照度以上の場合、
輝度範囲ルールに含まれる最大値のみ変更可能に制限し、又、検出された周囲照度が所定
の照度以下の場合は最小値のみ変更可能に制限するよう構成されていても良い。また、そ
の制限に応じた変更を可能とするためのディスプレイ部のユーザーインターフェイスとし
て、例えば入力画面として最大値の設定可能範囲のみを示す入力バー、又は入力画面とし
て最小値の設定可能範囲のみを示す入力バーを表示し、その表示ユーザーインターフェイ



【００６８】
　　 <実施例３の効果の簡単な説明 >
　以上のように、本実施例の画像表示装置によって、視聴環境周囲の照度状況にあわせて
入力項目を少なくすることができ、ユーザーに無用の手間をかけさせる必要が無くなる。
また、そのユーザーインターフェイスにおいても表示項目を少なくすることができ、その
表示項目の少なさからユーザーに特段の意識をさせることなく、ルールの設定の変更を行
わせることが可能になる。
【００６９】
　≪実施例４≫
　　 <実施例４の概要 >
　本実施例の画像表示装置は、実施例１や２の輝度範囲ルール保持手段を有する画像表示
装置を基本としている。そして特徴例は、例えば図９や図１１に示すユーザーインターフ
ェイスの入力バーのつまみを左に動かすと、そのつまみの移動が画像表示の表示輝度にリ
アルタイムで反映され画面が徐々に暗くなっていく、と言う具合の機能を備えている点で
ある。このように、表示輝度の最大値や最小値の設定を変更がリアルタイムでディスプレ
イの表示輝度に反映されることで、ユーザーは実際の表示輝度を視覚的に確認しながら最
大値や最小値の設定を行うことが可能になる。
【００７０】
　　 <実施例４の構成 >
　図１３に示すのは、本実施例の画像表示装置における機能ブロックの一例を表す図であ
る。この図にあるように本実施例の「画像表示装置」（１３００）は、実施例 1の輝度範
囲ルール保持手段を有する画像表示装置を基本として、「ディスプレイ部」（１３０１）
と、「周囲照度検出部」（１３０２）と、「表示輝度計算部」（１３０３）と、「ルール
保持部」（１３０４）と、「ルール変更部」（１３０５）と、を有し、また、ルール保持
部が、「輝度範囲ルール保持手段」（１３０４ａ）を、またルール変更部が、「外部入力
手段」（１３０５ａ）と、「輝度範囲ルール変更手段」（１３０５ｂ）と、をそれぞれ有
している。また、図示していないが、実施例３を基本として、さらに「照度依存変更制限
手段」を有していても良い。
【００７１】
　そして、本実施例の画像表示装置の特徴点は、さらに「即時反映部」（１３０６）を有
する点である。「即時反映部」（１３０６）は、ユーザーインターフェイスの画面が表示
されたディスプレイ部を、前記外部入力手段に対して入力された値により変更されたルー
ルに従って計算された表示輝度値で動作させる機能を有する。このように変更されたルー
ルに従って計算された表示輝度値で即座に動作させることにより、実際の輝度変化を目で
確認しながら輝度範囲のルールを設定することができる。そのためユーザーはより自分の
好みに合った値でその範囲を設定することが可能になる。
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スを利用して入力された値を取得するよう構成されても良い。
　その後、画像表示装置に画像を表示する際に、周囲照度が検出される。そして、前記輝
度範囲ルールと、前記検出した周囲照度と、に基づいてディスプレイ部での表示輝度を計
算する。そして最後に、前記計算された表示輝度に従ってディスプレイ部を動作する、と
いった具合である。

　　 <実施例４の処理の流れ >
　本実施例の処理は、上記実施例３の処理に加え、ユーザーインターフェイスの画面が表
示されたディスプレイ部を、ユーザーインターフェイスを利用して入力された値により変
更されたルールに従って計算された表示輝度値で動作させる即時反映ステップを有する処
理である。
　具体的には、例えば実施例３で説明した処理同様、まず周囲照度に応じた表示輝度の最
大値と最小値を定めるルールを保持する輝度範囲ルールを保持するために記録する。その
後、ディスプレイ部上のユーザーインターフェイスを利用してユーザーにより入力された
値を取得した場合、その入力された値により前記記録され保持されている輝度範囲ルール



【００７２】
　　 <実施例４のハードウェア構成 >
　ここで本発明における輝度調整の全体的な処理の流れの一例を、ディスプレイとして液
晶表示ディスプレイを例に取り、装置のハードウェア資源における個々の処理を中心に図
１４を用いて説明する。まず、ＲＧＢ信号や垂直、水平同期信号、時間情報を含みディス
プレイにて表示されるべき画像データがＬＣＤコントローラ（１４０１）に入力される。
ＬＣＤコントローラは、入力された画像データに基づいてＲＧＢ信号を含む信号線制御信
号を信号線駆動回路（１４０２）へ出力する。また走査線制御信号を走査線駆動回路（１
４０３）へ出力し、液晶表示ディスプレイ（１４０７）における画像表示が行われる。ま
た、ここで上記実施例１で説明したように、ハードディスクドライブ（ＨＤＤ：１４１２
）から所定のルールがメモリ（１４０９）の所定領域上に格納された、また光量測定セン
サー（１４１１）によって測定された周囲の照度を示す値もメモリの別の所定領域上に格
納される。そしてＣＰＵ（１４０８）に輝度制御プログラムが展開され実行されることで
、所定のルールと周囲照度を示す値を利用した四則演算処理により表示輝度値が計算され
る。そして計算された表示輝度値に基づいて、ＬＣＤコントローラは、バックライト制御
回路（１４０４）を介してバックライト用のインバータ回路（１４０５）を制御し駆動電
流を調整することで、バックライト（１４０６）によるバックライト輝度を調整している
。
【００７３】
　ここで、入力デバイス（１４１０）のメニュー表示ボタンの押下によって入力デバイス
からメニュー表示信号が出力される。そして、このメニュー表示信号の受信により、前記
説明したように、メニュー表示・設定変更受付用のプログラムがメモリ（１４０９）上の
ワークエリアに展開され、ＣＰＵ（１４０８）により実行される。その結果、図１に示す
ようなメニュー画面がディスプレイに表示される。また、表示輝度の範囲を示す最大値、
最小値を示す情報もメモリの記憶エリアのそれぞれの所定領域にその格納領域のアドレス
を示す情報とともに格納され、そのそれぞれの値が上記メニュー画面上に表示される。ま
た、光量測定センサーによって測定された周囲の照度を示す値も、メモリの記憶エリアの
また別の所定領域に格納される。
【００７４】
　また、ここで図１に示す最大値設定のつまみを移動させるための操作が入力デバイスで
行われると、つまみの移動位置に応じた設定値を示す値がメモリの所定領域上に取得、格
納される。ここでＣＰＵでは、前述のバックライト輝度制御プログラムを実行し、メモリ
の所定領域に格納されているつまみの移動位置に応じた設定値と、周囲の照度を示す値と
に基づいてＣＰＵの演算処理により表示輝度の設定値が算出される。
【００７５】
　そして、実施例４の画像表示装置であれば、上記つまみの移動にリアルタイムに応じて
、計算された表示輝度値に基づいたバックライトの輝度制御が行われる。もちろん、上記
つまみの移動時にリアルタイムで表示輝度値の計算、バックライトの制御を行う必要は無
く、入力デバイスでメニュー画面の設定決定のボタンが押下されたことを示す決定信号の
受信をもって、バックライト輝度制御プログラムが実行される構成でも良い。いずれにせ
よ、最終的に入力、決定されメモリの記憶エリアの所定領域に、そのアドレスを示す情報
とともに格納された最大値や最小値の値が、メモリの所定領域に格納されている当初設定
されていた最大値や最小値に更新され、所定のルールの変更が行われる。そして画像視聴
時には、このようにしてユーザーの任意に変更設定された最大値、最小値の値などを利用

10

20

30

40

50

(18) JP 3957730 B2 2007.8.15

で定められる最大値と最小値を変更する。
　そして前記輝度範囲ルールの変更をディスプレイ部の表示輝度に即時反映させるため、
周囲照度を検出し、その検出した周囲照度と、前記変更された輝度範囲ルールと、に基づ
いてディスプレイ部での表示輝度を計算する。そして、ユーザーインターフェイスの画面
が表示されたディスプレイ部を、その計算された表示輝度値で動作させる、といった処理
を行い、前記変更に応じた表示輝度値の即時反映処理を行うと良い。



して、バックライト輝度制御プログラムにより制御された輝度での画像表示が行われる。
なお、本例では輝度の制御をバックライト輝度の制御により実現する実施例を示したが、
もちろんそれには限定されず液晶パネルのガンマ特性の傾きを制御することによる輝度制
御、あるいは画像データの輝度値を変更することによる輝度制御などさまざまであって良
い。
【００７６】
　≪実施例５≫
　　 <実施例５の概要 >
　本実施例の画像表示装置は、実施例１から実施例４のうち輝度範囲ルール保持手段を有
する画像表示装置を基本としている。そして特徴例は、例えば図９や図１１に示すユーザ
ーインターフェイスを利用して輝度範囲ルールの設定を行っている際には、照度検出部で
ある「光量測定センサー」などへの電源供給をカットしその機能をＯＦＦにすることで、
効果的に省エネ効果を発揮することができる画像表示装置である。
【００７７】
　なお、この光量測定センサーの機能をＯＦＦにした場合には、ユーザーインターフェイ
スを利用して輝度範囲ルールの設定を行っている際の表示輝度調整を行わない構成であっ
ても良い。あるいは光量測定センサーの機能がＯＦＦになる直前にセンシングされた値を
利用して、実施例４で説明した「即時反映部」の処理により、つまみの移動で画像表示輝
度がリアルタイムで調整される、といった構成であっても良い。
【００７８】
　　 <実施例５の構成 >
　図２０に示すのは、本実施例の画像表示装置における機能ブロックの一例を表す図であ
る。この図にあるように本実施例の「画像表示装置」（２０００）は、実施例 1の輝度範
囲ルール保持手段を有する画像表示装置を基本として、「ディスプレイ部」（２００１）
と、「周囲照度検出部」（２００２）と、「表示輝度計算部」（２００３）と、「ルール
保持部」（２００４）と、「ルール変更部」（２００５）と、を有し、また、ルール保持
部が、「輝度範囲ルール保持手段」（２００４ａ）を、またルール変更部が、「外部入力
手段」（２００５ａ）と、「輝度範囲ルール変更手段」（２００５ｂ）と、をそれぞれ有
している。また、図示していないが、実施例３や実施例４を基本として、さらに「候補ル
ール保持手段」や「選択手段」、「照度依存変更制限手段」を有していても良い。
【００７９】
　そして、本実施例の画像表示装置の特徴点は、「周囲照度検出部」がさらに「検出機能
休止手段」（２００２ａ）を有する点である。
【００８０】
　「検出機能休止手段」（２００２ａ）は、ルール保持部（２００４）に保持されている
ルールの輝度範囲を定める情報の変更処理が外部入力手段（２００５ａ）からの入力によ
り行なわれている場合には、照度の検出をＯＦＦとする機能を有する。この「照度の検出
をＯＦＦにする」とは、前述のように光量測定センサーなどへの電源供給をカットするこ
とによって照度検出機能をＯＦＦにする方法の他、光量測定センサーにカバーなどを被せ
てその検出機能をＯＦＦにする方法など様々であって良い。
【００８１】
　また、この「検出機能休止手段」によって照度検出機能がＯＦＦになっている場合のデ
ィスプレイ部に置ける表示輝度の調整は、前述のようにユーザーインターフェイスを利用
して輝度範囲ルールの設定を行っている際の表示輝度調整を行わない構成であっても良い
し、あるいは光量測定センサーの機能がＯＦＦになる直前にセンシングされた値を利用し
て、実施例４で説明した「即時反映部」の処理により、つまみの移動で画像表示輝度がリ
アルタイムで調整される、といった構成であっても良い。
【００８２】
　なお、この「検出機能休止手段」は、ハードウェア構成としては、例えば外部入力手段
での「輝度範囲ルール設定ＧＵＩ」の表示信号などを受信する「ＣＰＵ」と、その表示信
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号の受信に応じて「ＣＰＵ」から出力された光量測定センサーの電力供給カット命令を受
信しその電源供給を制御する「電力供給制御回路」などで実現されると良い。そして、外
部入力手段での上記輝度範囲ルールＧＵＩの設定、表示が終了したことを示す信号を「Ｃ
ＰＵ」が取得すると、今度は光量測定センサーへの電力供給開始命令が出力さえれ、照度
検出機能がＯＮになる、という具合である。
【００８３】
　　 <実施例５の処理の流れ >
　図２１に示すのは、本実施例における処理の流れの一例を表すフローチャートである。
なお、以下に示すステップは、媒体に記録され計算機を制御するためのプログラムを構成
する処理ステップであっても構わない。この図にあるように、まず、輝度範囲ルールを保
持するために記録する（ステップＳ２１０１）。その後輝度範囲ルールの変更命令を取得
する（ステップＳ２１０２）と、例えばディスプレイ上に２１ＵＩを表示する（ステップ
Ｓ２１０３）。そして、そのＧＵＩの表示を受け、照度の検出機能をＯＦＦにする（ステ
ップＳ２１０４）。そしてＧＵＩを利用して入力された値を取得する（ステップＳ２１０
５）と、その入力された値により輝度範囲ルールを変更、記録する（ステップ２１０６）
。そして、輝度範囲ルールの変更が終了すると、照度の検出機能をＯＮにし（ステップＳ
２１０７）、視聴環境の周囲照度に合い、かつ所定のルールに応じた表示輝度の計算が実
行される。
【００８４】
　　 <実施例５の効果の簡単な説明 >
　以上のように、本実施例の画像表示装置によって、ＧＵＩなどを利用してユーザーが輝
度範囲ルールの設定を行っている際には、照度検出部である「光量測定センサー」などへ
の電源供給をカットしその機能をＯＦＦにすることができる。したがって効果的に省エネ
効果を発揮することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００８５】
【図１】実施例１の画像表示装置におけるユーザーインターフェイスの一例を表す図
【図２】実施例１の画像表示装置における機能ブロックの一例を表す図
【図３】従来の画像表示装置での所定のルールの一例を説明するための概念図
【図４】実施例１の画像表示装置における機能ブロックの、別の一例を表す図
【図５】実施例１の画像表示装置における輝度範囲ルール変更手段により変更された輝度
範囲ルールの一例を説明するための概念図
【図６】実施例１の画像表示装置における処理の流れの一例を表すフローチャート
【図７】実施例３の画像表示装置における機能ブロックの一例を表す図
【図８】実施例３の画像表示装置における照度依存変更制限手段での、周囲照度に応じた
表示輝度の最大値の変更制限の一例について説明するための概念図
【図９】実施例３の画像表示装置におけるユーザーインターフェイスの表示画面の一例を
表す図
【図１０】実施例３の画像表示装置における照度依存変更制限手段での、周囲照度に応じ
た表示輝度の最大値の変更制限の、別の一例について説明するための概念図
【図１１】実施例３の画像表示装置におけるユーザーインターフェイスの表示画面の、別
の一例を表す図
【図１２】実施例３の画像表示装置における処理の流れの一例を表すフローチャート
【図１３】実施例４の画像表示装置における機能ブロックの一例を表す図
【図１４】本発明の画像表示装置における輝度調整の全体的な処理の流れの一例を説明す
るための図
【図１５】実施例２の画像表示装置における機能ブロックの一例を表す図
【図１６】実施例２の画像表示装置の候補ルール保持手段の一例を表す概念図
【図１７】実施例２の画像表示装置の選択手段にて取得されるコンテンツ種別を含むデジ
タル放送波のデータ部分の一例を表す概念図
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【図１８】実施例２の画像表示装置におけるハードウェア構成の一例を説明するための図
【図１９】実施例２の画像表示装置における処理の流れの一例を表すフローチャート
【図２０】実施例５の画像表示装置における機能ブロックの一例を表す図
【図２１】実施例５の画像表示装置における処理の流れの一例を表すフローチャート
【符号の説明】
【００８６】
　０２００　画像表示装置
　０２０１　ディスプレイ部
　０２０２　周囲照度検出部
　０２０３　表示輝度計算部
　０２０４　ルール保持部
　０２０５　ルール変更部
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】
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【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】
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